
言語学講演会のお知らせ 
 

講 師 

今野 弘章 
（奈良女子大学） 

 
 
日 時 ８月６日（金）午後２時〜午後４時 
形 式 Zoom によるオンライン開催 
  ミーティング ID：847 4543 9512 
  パスコード：756896 
題 目 貴重な時間を何してんだ！─構文の語用論的機能

によるヲ格名詞句の認可 
 

＜要旨＞ X ヲナニスル構文（例：親の形見を何してんだ！）は、余

剰な「対象のヲ格」（以下「懸垂ヲ格」）を含む。本研究では、この懸

垂ヲ格がいわゆる構文によって認可されることを主張する。具体的に

は、懸垂ヲ格が、なんらかの他動詞との主要部−補部関係によってでは

なく、構文の語用論的機能によって認可されることを論じる。さらに、

日英語対照の観点からXヲナニスル構文を英語のWXDY構文（Kay and 
Fillmore 1999）と比較し、結果構文の研究（Washio 1997）によって知

られているものとは反対の関係、すなわち日本語が構文による名詞句

の認可を許容する環境において、英語ではそれが不可能な場合がある

ことを指摘する。 
 

 

筑波大学の学生・教員および学外で言語研究に関心のある多くの方のご来聴を歓迎

いたします。主催：科研費基盤研究（C）「日英語におけるデフォルト志向性と構

文の機能」（課題番号：18K00637）。代表：廣瀬幸生（hirose.yukio.ft@u.tsukuba.ac.jp） 


